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　岡本教授1）によって「溶細菌溶．血毒素Stre・

ptolysin　Sが培地にリボ核酸を加えて菌を培養

すると驚異的撰択的に増産せられる」ことが発

見せられたのは1939年のことであるが，その後

闇もなく細谷（1948～49年）2），：BerDheilner（194

9年）3），伊藤（1948年）4）等によってリボ核酸を

加えたりンゲル液叉は燐酸緩衝リンゲル液に洗

際した溶連菌を懸濁せしめただけでもStrepto－
I
ysin　Sの多量産出が起ることが立証せられて，

ここに核酸による溶蓮菌のStreptolysin　S増産

現象（即ち核酸効果）の証明が甚だ簡易なもの

となって来た．

　所で今回私が静菌状態溶蓮菌による核酸効果

の発現に関し，その試験メジウムの組成を如何

なる程度まで輩純化し得るかについての系統的

研究に着手した所以は，

　1）Streptolysin　Sの生成機転に対し生化学的

方面からの検索を行うにしても，亦

　2）最近正印、）によって発見された「Ag一塩

によるStreptolysin　Sの耐熱化現象」を利用し

て，Ag－Streptolysin－S－Complexの分離i試験を

途行ずるに当っても

組成の可及的軍純化されたメジウムを使用する

方が有利且つ合理的であると思考したからであ

る．

　以下順次現在まで得られた成績を記載するこ

ととする．

1．　1％核酸加燐酸緩衝リンゲル液をメジウムとする静菌三態溶

　　　蓮菌のStreptolysin　S産出についての予備実験

　先ず伊藤等4）の方法に準じ，溶連’菌生菌体の

1％：核酸：加燐酸：緩i衝リンゲル液（pH：7．2）セこお

けるStreptolysin　S〔以下S卜・Sとも略記〕産出の

時闇的関係如何についての予備実験を行った．

　　　　　　　実　験　方　法

　1）10％核酸原液：
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　酵母核酸曹達“Merck”29を蒸溜水20ccに溶解し

た後，10％：Na2CO3水溶液で中性としたもの〔以下こ

れを軍に核酸原液と記す〕．

　2）菌株：

　教室保存の8ごrθμoωoo％8ゐα伽。∠夢ωs“S一株”（マウ

スに対する最少致死量一1：100Mi11・，0・5cc　i・P・）を

使用．

　3）メジウム調製胃液：

　　a）：Phosphate－buffered　so】ution，　pH7．2（M／15

　KH2PO4，2－3分十M／15：Na2HPO4，7－8分）

　〔以下：P一三と略記す〕

　b）Ringer液（NaCI　O．85％，　KC10．02％，　CaC五2

　0・02％，：NaHCO30・01％）〔以下R一二と略記す〕

　を夫々別に用意す’る．而して

　　c）燐酸緩衝Ringer液（pH　7・2）〔以下これを

　：P－R一高とも略記〕はP一液1分に対しR一液4分を

　加えて調製す．

　4）濃厚菌浮游液の調製：

　溶連菌を普通ブイオソ（pH　7・5）200ccに移植，

37。Cに20時聞培養したものを遠心沈澱に附し，管底

の二二に対しP一液（pH　7・2）の1回50cc宛をもつ

てする洗源操作を3回施す．ここに得た生菌体の沈渣

をP一門7・2cc（伊藤等の三法ではP－R一寸20cc）に

浮游せしめる．

　5）実験方式：

　　a一列：中試験管に先ず濃厚菌俘瀞液0・36cc，

　次いでR一山1・44ccをいれ，最後に核酸原液0・2cc

　を加えたもの来（即ち全：量2cc）の5本と，

　　b一列＝同時に対照として中試験管に先ず濃厚菌

　浮欝液0・36cc，　i欠いでR一液1・44ccをいれ，最後

　に蒸溜水0・2ccを加えたものの5本を用意する・斯

　くしてa及びbの二丁をよく振盤した後，37。Cの

　艀卵器中に納め，15分，30分，1時間，2時間及び

　4時間と逐時的に両列より同時に1本宛の試験管を

取り出して，夫々の遠心（4，000r・P・m・，10！）上

　清液について溶血試験を行弓，

　6）溶血試験：

　当教室において従来慣用の方法1），4）による．即ち型

の如く0・85％食塩水をもつてした被検：上清液の倍数

稀釈二二1ccに対し1％家兎赤血球浮游液（睨線維血

球を3回食塩水で洗源したもの）1cc宛を加え，振窮

した後，37。Cの艀卵器中に納める．而して血液を混

和してより2時間目に一旦成績を読み，更に22時間氷

室（10。C）に解置せしめたものについて溶血の有無・

強弱如何を確かめ，その成績を記入する．

　　　　　　　実　験　成　績

　第四表提示の成績では

　1）溶連菌生菌体を輩にP一：R一荒に浮游せし

めた場合はSt－Sの産出は極めて二二であって，

370C，2～4時間の静置でも遠心上清液が高々1：

5の稀釈度迄しか溶血作用を呈しないに対し，

　2）1％核酸加P－R一丁に浮游せしめた場合

にはSt－Sが迅速且つ高度に産出され，37。C，

15分で既に上清液が1：1，000液まで溶血作用を

呈するに至り，30分後では1：2，000液まで，1

～2時間後では1：5，000液までと時闇の経過と

共に溶血値の上昇を来す，しかし4時聞後では

溶血値の上昇がないこと，

　3）37。C，4時間の静置でもpH（7．2）には

異i変がないこと

の所見に注目すべきであろう．

　このように1％核：酸加P－R一二をメジウムと

した静菌歌態溶連菌によるSt－S産出実験では，

37。C，1～2時間の静置で遠心上清液の溶血値が

最高を示すことを確め得たので，艀卵器中の静

置時間を2時間として以後の各考査実験を進め

ることとした．

II・1％核酸加P－R一液メジウムにおける各成分の除去実験

P－R一々における各成分（即ち：NaC］，　KCI， CaC12，　Na：HCO3，：KH：21）04及び：Na2：HPO4）が

来伊藤4）等が先ず：P一三1分とR一丁4分よりなるP－R一二（pH　7．2）を調製して行った〔菌のP－

R一二による浮游液1cc十：P－R一液0・8cc十核酸原液0・2cc〕方式のSt－S産出実験と今回のように

P一幅とR・液とを夫々別個に使用して行った〔菌のP一液による浮濾液0・36cc十R一液1．44cc十核

酸原液0・2cc〕方式のSt－S産出実験液とでは，メジウムにおける菌量：，　P一液とR一液との量比

　（1＝4），核酸濃度（1％），pH（7・2）等の諸関係は結局同一一である，
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果して核酸効果の発現に必須不可欠のものであ

ろうか．本項においては1％核酸加P－R一壷を

メジウムとする静菌朕態溶連菌によるSt－Sの

産出実験を基準として，このメジウムから各成

分を順次除去することが核酸効果の発現に如何

に反映するかについての考査を行った．

　　　　　　　　実　験　方　法

　1）濃厚菌俘游液の調製：

　一一前項実験におけると恩寵にしてP一語を以て菌浮

　游液を調製す．

　2）メジウム調製用液：

　　次の6種類の溶液を用意す．

　　i）Ringer液（NaC10．85％，KC10．02％，　CaC12

　0・02％，NaHCO30・01％）即ちR一液，

　　ii）：NaCI痛感Ringer液（KCI　O・02％，　CaCI2

　0．02％，NaHCO30．01％），

　　iii）：NaC1及び：KCI欠除Ringer液（CaC120・02

　％，NaHCO30．01％），

　　iv）：NaC1，　KC1及びCaCI2欠除Ringer液（即

　ち：NaHCO30・01％），

　　v）Ringer液の組成分を全部除去したもの，即

　ち軍なる蒸溜水，

　　vi）M／15燐酸緩衝液（pH　7・2）即ちP一液，

　3）実験方式：

　　i欠の6種の試験メジウム，即ち

　　a）〔菌既墾液0・36cc十R一液1．44cc十核酸原

　液0．2cc〕（基準実験），

　　b）〔菌俘瀞液0・36cc十NaCl欠除R一国1・44cc

　＋核酸原液0・2cc〕，

　　c）〔菌浮游液0・36cc十NaCl及びKC1欠除R一

　液1・44cc＋核酸原液0・2cc〕，

　　d）〔菌浮游液0．36cc十NaC1，　KC1及びCaCI2

　感電R一液：1・44cc十核酸原液0・2cc〕，

　　e）〔菌浮游液0・36cc十蒸溜水1・44cc十核酸原

　液0・2cc〕，

　　f）〔高弟二二0・36ccを遠心して上清液たる：P一

　液を除去した生菌体沈渣十蒸溜水1・8cc十核酸原液

　0．2cc〕

を夫々調製し，全管を同時に37。Cに静置，2時間後

夫々の遠心上清液について溶血試験を行った．なお爾

後の各実験においては被験上清液が基準実験の上清液

と同一稀釈度まで溶血作用を呈した場合を以て核酸効

果の発現が顕著であるとなし，これを〔｛ll｝〕を以て示

し，以下夫々の程度に応じて〔冊〕，〔十十〕，〔十〕と順次

づけて表示することとした．

　　　　　　　実　験　成　績

　第∬表はその成績を展示したものであるが，

ここに

　1）RiDger液の各成分を順次除去した（b），

（c），（d）及び（e）の何れのメジウムでも核酸効

果がP－R一議をメジウムとした基準実験（a）に

おけるよりも，幾分強くさえ現われているよ

うな所があることからNaCI，　KCI，　CaC12及び

NaHCO3等；のRinger液成分の存否は核酸効果

の発現には殆んど影響する所がないことを知り

得・（ミく，他方

　2）R一液並びにP一偏の全成分を除去した軍

なる1％核酸ソーダ水溶液をメジウムとした

（f）実験では核酸効果が明らかに劣って現われ

ていることから，KH2PO4及びNa2H　PO4の

恥晦r成分の存在することが核酸効果の発現上

相当好条件を与えるものであることが察知出来

よう．

　とに角本項の実験でNaCl，　KC1，　CaCI2等の

C1一の無い核酸加メジウムを使用しても，静菌

状態溶連菌によるSt－S産出実験を効果的に行

い得ることが確められた訳である．

III．糖類によって等張化したCI一非含有のメジウムにおける核酸効果の実験

　C1一の無い輩なる核酸加P一藩中でも静菌歌島

溶前立によってSt－Sの顕著なる増産を期待し

得ることは，前項実験で明らかとなった．しか

し今このメジウムは：NaCIを欠くために低張で

あることに想到するならば，ここには当然低張

液なるが故に菌の膨化，崩壊が起ることが考え

られる．

　かくては折角C1一非含有の核酸加メジウムで

St－Sを増産させても，この上清液には菌体成

分，就中蛋白体等St－S以外の爽雑物が混入し
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て来るという不利がある訳である．

　即ち本項ではC1一非含有のメジウムに対し，

その等張化を図るに糖類を以てした場合，核酸

効果の発現関係果して如何についての検討を行

った．

　〔A〕　Glucoseによる等張化実験

　　　　　　　　実　験　方　法

　1）：P一十による濃厚菌浮游液は前項と同檬にして

調製した．

　2）メジウム調製玉液：

　　i）R一液，

　　ii）Glucoseを5・1％に加えた0・01％NaHCO3

　水溶液〔即ち5・1％Glucose加NaHCO3（0・01％）

　液〕，

　　iii）5・1％　GIucose水溶液，

　3）実験方式・

　　次の3種の試験メジウム，即ち

　　a）〔菌浮游液0・36cc十R一隅1・44cc十核酸原

　液0・2cc〕（基準実験），

　　b）〔菌浮游液0・36cc十5・ユ％GIucose加NaH

　CO3（0・01％）液1・44cc＋核酸原液0．2cc〕，

　　c）〔菌浮瀞液0・36cc十5・1％Glucse水溶液

　1・44cc十核酸原液0・2cc〕

を夫’々調製し，37。C，2時間翻置，夫々の遠心上清液

について溶血試験を行った．

　　　　　　　実　験　成　績

　第皿表に明らかなようにGlucose等張のNa

HCO3（0．01％）一P一液（b）中でも，亦Glucose等

張のP一二（c）中でも核酸効果が基準たるP－R一液

におけると全く同程度に発現する．

　なおこの実験に附随して行った吟味考査で，

　1）Glucoseによる等張化メジウムでの核酸

効果実験では一P－R一基準メジウムにおける

と異なり（第皿：表参照）一メジウムの酸性化

（pH　5．4－5．6）が起るのであるが，この程度の

pH変化は殆んど悪影響を及ぼさないこと（第

w表参1照），

　2）5・1％’Glucose加CI一非含有メジウムに

おける静菌状態溶連菌によるSt－S産出実験で

も亦，P－R一基準メジウムにおけると同様370C

に翻歯すること1～2時聞で上清液の溶血値が

最高に達すること（第V表参照），

　3）Glucoseをその等張濃度たる5％以上に

加えることは却って不利であること（第V俵

参照）

等の事項をも確め得た．

　〔B〕各種糖類による等張化実験

　Glucose以外の糖類によって等張化した場合

如何．この問題に解答を与えるべく，各種：糖類

と1110sitol並びにGlycol等14種について夫々

を〔A〕実験の第皿表（b）におけると同檬方式

のもとに，等張濃度袖こ加えた場合の核酸効果

の比較実験を行った．

1）D－Glucose

3）D－Mannose

5）Glucosamine

7）　毛一Rhalnnose

9）Maltose

11）Trehalose

13）　Inoslto1

2）D一：Fructose

4）D－Galactose

6）1．一Arabinose

8）D－Xylose

10）　Saccharose

12）　】しactose

14）Glyc・1

即ち第V旺表提示の成績では

　1）：Fructose，　Galactose，　Maltoseによる熱

等張化ではGlucoseによって等張化した場合と

同程度の核酸効果の発現を期待し得るが，

　2）その他の糖類では核酸効果の発現が左程

顕著ならず，：就中G】ucosamine，　Xyloseによる

米これら非電解質では夫々の1瓦分子に0．3を乗じて得た9量を蒸溜水11に溶解せしめたものを以

　て等張液とした．

米米Maltose及びGlucosamineについて，その0・01～7％濃度の影響を試験した実験ではMaltose
　たるとGlucosamineたるとを間わず，ご酒が存在で核酸効果の発現が特別催進されたとい弓よう
　な成績は得られなかった．さきにBernheimer6）は核酸加点成培地に溶連菌を接種して37。Cに培

　養するとい5方式の実験でPeptoneの少量附加がSt－S産出を増引せしめ，叉Maltose旧びに
　Glucosamineの微量を以てよくPeptoneに代置し得ると報告したが，この：Bernheimerの培養実

　験におけるこれら糖類の意義は恐らく菌が増殖するための養素として利用さ泊た点にあるものな
　らんか，
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等張化では却って劣弱な成績しか得られない

という所見に特に注目すべきである．

　即ちこれによって核酸効果の実験においてそ

のメジウムの等張化を図る場合，何れの糖を以

てしてもよいという訳ではなく，糖の種類の如

何によっては核酸効果の発現が却って抑圧され

る場合のあることが知られよう．

　因に〔菌のP一液による浮游液0．36cc＋等張

被検糖一こ口HCO・（0．01％）水溶液1．44cc＋蒸

溜水0．2cc〕方式（即ち核酸を加えない等張メ

ジウム）の実験では第皿表提示のように等張

化に用いた糖の種類如何に拘らず上清液は1：5

～1：10までしか溶血作用を呈しなかった．

IV．等張：KNO3水溶液における核酸効果の実験

　Ribo一核酸（精製Streptolysfn　Sでも同様）の

Ag＋に対する非イオン化能はRNA－Na　lmg対

Ag　1．6m9の量的関係（即ち1：1，000　RNA－Na

水溶液10ccに対しN／10　Ag：NO30．15cc）であ

り，これがAg－RNA－ComPlexの生成に基くも

のであること，及び精製Strepto｝ysin　Sではこ

の量的関係のAg一塩の附加で完全なる耐熱化が

起ることは，正印5），山本（泰）7），清水8）によ

つて実証せられた所である．

　而も今KH2PO4，　Na2HPO4及びNaHCO3等

が何れもAg＋と不出1生の沈澱（燐酸銀，炭酸

銀）を化成する物質であり，叉溶連菌のGlucose

利用によるCO2の癸生も無覗し得ないことに

想到するならば，これら成分を含有する叙上

のP一心，NaHCO3（0．01％）一P一己或いは5．1％

Glucose加NaHCO3（0．01％）一’P一液をメジウム

とする核酸効果の実験方式は何れもStreptolyshl

SをAg－ComPlexの状態において分離精製す

ることを目的とする場合には好適であり得ない

ことが推知されよう．即ち私は核酸以外にAg一

塩を消費する成分の無いメジウムありゃ否やに

ついて考査を進めた所，等張KNO3（或いは等

張K2SO4）水溶液を以てよくP－R一基準メジウ

ムに代置し得ることを確め得た．

　　　　　　　　実　験　方　法

　1）菌浮游液の調製：

　　溶連菌の普通ブイオン20時間培養液100ccを振盤

　した後，遠心管2本に50cc宛分注し，次の2種類

　の菌生癒液を調製す，

　　a）　：P－R一意による菌浮游液＝

　　菌培養液50ccを遠心沈澱に附し，管底の生菌体

　に対し1回50cc宛のP－R一別を以てする洗源操作

　を2回施す．ここに得た生菌体沈渣を5ccのP－R一

　液に浮勝せしめる．

　　b）　1．5％KNO3水溶液による面面游液1：

　　菌培養液50ccを虚心沈澱に附し，信念の生菌体

に対し1回50cc宛の等張KNO3（1・5％）水を以て

　する一三操作を2回施す．ここに得た生菌体沈渣を

　5ccの等張K：NO3水に浮游せしめる．

　2）実験方式：

　　（A）〔1・5％KNO3水溶液による菌漂游液1cc十

　1・5％KNO3水溶液0・8cc十核酸原液0・2cc〕，

　　（A！）〔1・5％KNO3水溶液による面従血液1cc

　十1・5％KNO3水溶液0・8cc十蒸溜水0・2cc〕（即

　ち（A）に対する対照），

　　（B）〔P－R一己による菌浮游液1cc十P－R一液0．8

cc＋核酸原液0・2cc〕（基準実験），

　　（：B！）　〔：P－R一液による菌浮游液1cc十P－R一画0・8

　cc＋蒸溜水0・2cc〕（即ち（B）に対する対照）．

　これら4つのメジウムを37。Cに2時間置いた後，

夫’々の遠心上清液について溶血試験を行う．

　　　　　　　実　験成　績

　第：D（表提示の実験成績においては先ず

等張KNO3水溶液をメジウムとした核酸効果

の実験（A）では，その上清液がP－R一液をメジウ

ムとした核酸効果の実験（B）における上清液と

同檬，1：5，000の稀釈度まで溶血作用を呈して

いることが注目される．

　而してこの（A）実験における成績が核酸効果

の発現の結果であって，K：NO3の影響によるも

のでないことはその対照たる核酸非含有の軍な

る等張KNO3水溶液をメジウムとした（A’）実

験の上清液が僅々115の稀釈度までしか溶血作

【49】



150 山 田

用を呈していないことに徴して明白である．叉

（A’）及び（1めの両対照実瞼においてその上清

液が同等の溶血値（1：5）を示していることか

ら，KNO3自体は赤」血球に対しても溶連菌に対

しても無害性であることが知られよ．う．

　因にKNO3に代うるにK2SO4（2．6％）を以

てした実験でも成績は同様であった．

　恐らくこの1％核酸加等張KNO3（或いはK2

SO4）溶液をメジウムとする静菌歌態溶連菌に

よるSt－S産出実験の方式は，このメジウムが

　1）NaCI，：KCi，　CaC12を始めとして，　PO4一

　　一一，CO2一一等凡そ核酸以外にAg＋と結合

　　する物質は一切含有しないこと，

　2）等張であること，及び

　3）核酸効果の発現が顕著であること

の三条件を具備している点で，Ag一塩によるSt－

Sの耐熱化現象に基くAg－St－S－ComPlexの分

離試験を行うことには，叙上各項に記載した何

れの方式一一尤もこれらはその組成の輩純且っ

明確なことからSt－Sの生成機序に対し生化学

的方面からの考査を行う場合には利便であろう

が一一によるよりも好適であろうか．

V．結

　本研究では核酸加メジウムにおける静菌歌態

溶連菌によるStreptolysill　Sの増産現象（即ち

核酸効果）の発現に関し，その試験メジウムに

おける組成を如何なる程度乱淫純化し得るかに

ついての系統的検索が行われた．即ち

　1）先ず洗凹した溶蓮菌を1％核酸加燐酸綾

上リンゲル液，pH　7．2，に懸濁せしめた場合の

核酸効果の発現度を基準として，このメジウム

組成の順次的除去を行った実験では，

　a）NaCI，　K：Cl，　CaC12及びNaHCO3等の

リンゲル液の成分を凡て除去しても核酸効果は

基準メジウムに1 ｨけると同様顕著に発現する

が，

　b）　しかし同時に燐酸綾衝液の成分たるK

H2PO4及びNa2HPO4をも除去することは不利

である

という結果が得られた．

　2）次いで，1％核酸加NaHCO3（0．01％）

一二二二衝液中では核酸効果は顕著に発現する

が，このメジウムは低張である所から糖類によ

ってその等張化を図ることの実験が行われた．

その成績を要約せば，

　a）　Glucose，：Fructose，　Galactose，　Maltoseを

論

以てする等張化は支障ないが，

　b）　しかしArabillose，　Rhamnose，　Xylose，

Saccharose，　Trehalose，1⊃actose，　Mannose，

Glucosalnine，　Inositol及びGlycol等による等

張化では核酸効果の発現が却って抑圧される．

　3）最：後にNaC1，　KCI，　CaC12，　Na：HCO3，

KH2PO4，　Na2HPqは何れもAg一塩と結合して

不溶性沈澱を化成する所から，CIτ，POべ一一及

びCO2一『等の如きAg一塩を浩費する成分の無

いメジウムありゃ否やの問題に対して考査の歩

を進めて，等張K：NOき或いはK2SO4水溶液が

好適であることを見出した．そして1％核酸加

一KNO3（1。5％）　或し、セま　K2SO4　（2．6％）　水溶液

は　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　㌦

　a）核酸以外にAg＋と結合する物質は一切

含有しないこと，

　b）等張であること，及び

　c）洗際した溶蓮菌生菌体によってStrepto－

1ysin　Sの増産を期待し得ること

の三条件の具備している点から，Streptolysin　S

をAg－ComPlexの歌態で分離せんとする実験

に使用して最：有利であろうとの見解に達した．
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第1表　　1％核酸加燐酸晶晶リンゲル液（基準メジウム）における
　　　静菌撒態溶連菌のStrepto1γsin　S産出嵌況の時聞的追究

実

験

例

曾

）

　農

）

3
）

実

験

方

式

（a）及び（b）

の　37。C

亭亭時闇

善

§冨

縫

騨

箋

卑

勇一

謎

懇
麟
調
馬
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2時間
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1時間
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孚IJ

定
時
間

蒔

）

2
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2
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2
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2

24
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±
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±
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肖
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±
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●

●

●
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●
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●

●

●

●
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●
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照
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十＝僅かに溶血，一＝非溶血．
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富丑表　　核酸効果の発現に及ぼす燐酸綾衝リンゲル液

　　　（メジウム）における各成分の除去の影響

メ

ジ

ウ

ム

番

号

（

×
ε

ε

◎

◎

霊

）

ε

1％核酸加

メ　ジウム

の　組　成

NaC1
：K：CI

CaC12

NaHCO3
13uffer

KCl
CaCI2

NaHCO3
Buffer

CaC12
NaHCO3
：Buffer

NaHCO3
Bufモer

：Buffer

0

幽頃
躯畠

題Q
盤鰹
。q胆

へ・ｻ
3Q
誘魍

7．2

7．1

7．2

7．2

7．2

7．1

上清液の稀釈倍数
㎝

H

柵

柵

四

二

凹

凹

ゆ1自

H

柵

柵

凹

凹

四

四｝

H

柵｝

柵

凹

凹

日日

柵

呂

回

柵

興

野

柵

四

四

自

H

柵

凹

凹

二

日日

興

8
H

畳9」

H

料聾

モ冊｝

8
国

祠

｛掛

川

柵　柵｝

二

四

凹

凹

凹

凹

8
頃

H

柵

柵｝

二

二

8
R
H

H

珊

帯

十

8
『
N

目

十

8
駄
ゆ

回

　「

　t
　｛

十1±

十

十

十

±

±

十

8
豆
自

H

8
黛
呂

回

備　 考

P－R一メ

ジウムよ

り除去さ

れた成分

0

＿NaC1

＿NaCI
－KCI

一NaC1
＿KC1
－CaC12

＿：NaC五

一KCI
－CaC12

－NaHCO3

＿Na．Cl

－KC1
－CaCI2

＿NaHCO3
＿：Buffer

核の
酸程
効度
果
発
現

〔搬1｝〕

〔柵〕

〔柵〕

〔モ柵〕

〔柵〕

〔椙〕

Buffer二M／15〔KH2：PO4十：Na2H：PO4〕，　pH　7．2

　第；］1表　　CI一斗含有メジウムのGlucoseによる等張化実験

メ

ジ
ウ

ム

番

号

（a）

（基準）

1％核酸加
メジウムの組成

　（PH）

NaC1　　0．85％
1（C1　　　　　0．02％

CaC12　　0．02％
：N呂HCO30．01％
Buffer

　（7・2）

亡国

丁
丁
ゴざ

お灘

7．2

上清液の稀釈倍数
N

H

柵

o

H

柵｝

ヨ

H

冊

自
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冊

露

H

柵

§

H

柵

8
e刈

H

冊

8
頃

H

掃

8
駄
H

目

8
R
㎝

H
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三
重

H

十

8
駄
宮

H

核程
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発
現
の

〔柵〕
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（b）

（c）

Glucose　　5．1％

NaHCO30．01％
Buffer

（7・2）

Glucose　　5．1％
BufFer

（7・2）

5．6

5．4

柵

冊

｛柵

冊

柵

戸

柵

柵

柵

冊

冊

モ冊

柵 柵

十

十

±

〔冊〕

〔柵〕

第IV表 Glucose等張C1　非含有メジウムのNa2CO3によるPH調整実験

実

験

番

号

（a）

（基準）

¢b）

＼

（c）

1％核酸加
メ　ジ　ウ　ム　の

組 成

NaC1　　0．85％
KCI　　　O．02％
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宛を加える

上

清

液

の
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7．2
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NaHCO30．01％
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1欝ノ毛醐
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宛を加える
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5・1％

370（｝　｝こ三冬幽

し30，，60！，

90！，と30！毎
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二
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〔冊〕

〔柵〕

第V表 Glucose等張C卜非含有メジウムにおける核酸効果の時聞的関係

メ　ジ　ウ　ム

〔菌のP胃液による
浮…游液　0．36cc　十

5．1％Glucose加
NaHCO3（0．01％）
液1・44cc十核酸
原液0．2cc〕
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欝置時間
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N
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H
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第V［表　　C1一非含有メジウムにおけるGlucose濃度と核酸効果の関係

1％核酸加

NaHCO3（0．01％）一

P一液　メジウム　における

Glucoseの濃度

8％

上清液の稀釈倍数
ヨ

H

自

目

躬

H

8
H

H

8
N

H

8
ゆ

H

8
駄
H

H

8
R
N

州

8
『
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6％ 1｛小冊圃小1｝［柵1下土＋H一

5％ 1柵霜枯1什1｛小小冊1柵1州＋1一

4％ 議了1柵1柵 卜冊立冊｝圃什囲＋1一

3％ 1柵1紳小小細｝［下土＋1±1一

1％ 圏柵圃紳騰｝圃下土＋1±1一

第一表　　各種糖類によって等張化したC卜非含有のメジウムにおける核酸効果の試験

1％核酸加メジウム 上清液の稀釈倍数：

実験方式
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昌昌
酸
効
果
発
現
の度

（5・・％）巨細｝1封謄h珊圃首固＋H〔柵〕

D一：Fructose （5・・％）1柵團柵卜冊中等1＋申＋1±1－i〔柵｝〕

D－Mannose （5・・％）1柵圃柵i柵腕章囲＋十1〔柵〕

D－Galactose （…％）1柵1広州柵囲＋1－H－1－1〔甘〕

Glucosamine （5・6％）1柵圃柵囲＋1－1－H十1〔＋〕

工．一Arabinose （4・5％）1紳珊1柵1＋申囲＋H十［〔甘〕

：L－Rhamnose （・・5％）1帥小冊1噸小論＋H十1〔什〕

D－Xylose （4・5％）1下歯下請＋1－H－H一〔＋〕

Maltose （9・・％）卜冊圃柵D什申冊圃柵囲＋■〔｛冊〕

Saccharose （9・・％）1柵圃柵1｝1モ1冊1冊囲＋1十1〔柵〕

Trehalose （9・・％）r細冊h小1冊1畳柵囲＋ト■〔柵〕

Lactose （9・・％）圃柵1柵1柵十干囲＋1一■〔辮〕

Inositol （5・1％）1冊【冊i柵1＋丹1平素＋卜1－H〔什〕

GlycoI （1・86％）1柵卜1冊1＋｝1申小丹塗＋H－1－i〔甘〕

0 冊 丁 丁 丁 丁 丁 丁 士 〔柵〕
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第皿表 各種糖類によって等張化したCl一非含有のメジウムにおける

　静菌歌態溶連菌のStreptolysfn　S産出実験

メ　ジ　ウ　ム（核酸を加えず）

実験方式
糖の種類及びその濃度

　　　　（％）

上清液の稀釈倍数

δ

Q
田

宥

鰹面

部
帥。

十穀
。躯

6懸
磐＋

麟
憩r：

鮭H
ゆ鰹

H御
廟穀
燵（
凶ま
Qξ；

姻6
〕）

N

H
D－Glucose

（5・・％）1柵

ゆ

目

自

H

9

H

信

H

＋1■

8
H

H

8
N

H

8
頃

H
一1一

D＿Fructose （5・・％）1冊i甘「＋卜1引■一i一

D－Mannose （5・・％）1柵1什1土1■■一1－1一

D－Galactose （5・・亭亭副＋1－1一ト
Glucosamine （5・8％）1柵1州＋ト1■一

一ト
一1一

L－Arab三nose （4・5％）1州什】＋

L－Rhamnose （4・5％）1柵1田＋

D－Xylose （4・5％）

Maltose （9・0％）

柵1■■一

■■■一
1－1－i■一

Saccharose （9・0％）

■一一1一
柵1州＋｛ 一トトト
粁1＋1±1■■■■一

Trehalose （9・・刎州州引引■■一i一
Lactose （9・・％）i＋1－1－1一ト1■一
Inosito1 （5・・刎州州士1■■一一
Glyco1 （1・86％）

P一液に

よる菌浮
游液
0．36cc十
R一睡
1．44cc十

蒸溜水
0．2cc

0

司＋1一ト1一

十 ±

■一

第；IX表　　等張KNO3水溶液における核酸効果の実験

実

験

番

（A）

メジウムの種類

1・5％KNO3水溶液による菌浮溝
液1cc　　　十
1・5％K：NO3水溶液0・8cc
　　　　　　　十
10％核酸原液0・2cc

上　清　　液　　の　　稀　釈　　倍　　数．

ゆ

賢

臣

自

H

モ柵

8

H

｛冊

畠

H

柵

8
H

回

鼎

8
N

回

柵

8
頃

H

柵

8
0へ

H

H

柵

8
黛
㎝

H

8
0へ

頃

H

士

8
0へ

自

H

8
寸
寸

H
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（A！）

（：B）

（基準）

（B’）

1・5％KNO3水溶液による菌浮勝
液1cc　　　　十
1・5％KNO3水溶液0・8cc
　　　　　　　十
蒸溜水　0．2cc

P－R一液による菌浮游液1cc
　　　　　　　十
P－R一液　0．8cc

　　　　　　　十
10％核酸原液　0・2cc
：P－R一液によ：る菌浮溝液1cc

　　　　　　　十
P－R一液0・8cc
　　　　　　　十
蒸　溜　水　　0．2cc

十

柵

十

遷柵 柵 柵 柵 柵 柵 柵 十 ±

【56コ


